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ここから始まる
看護師へのストーリー
本校では人間愛を根底に持ち、
日々進化する医療に対応し、
活躍できる看護師の創出を目指しています。

活躍のフィールドは県内 6ヶ所にある、
それぞれ特徴のある病院です。

自分に合った看護を見つけ、
伸ばせる環境がここにあります。

多くの仲間と共に、
看護師へのストーリーを描きませんか？
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教育概要
課 程 3年課程：
修業年限 3年：

卒業後の資格
1. 専門士（看護専門課程）の称号
2. 看護師国家試験の受験資格
3. 助産師学校の受験資格
4. 保健学科を含む大学への編入可能

教育理念
看護は人間関係を基盤として人間の健康のあらゆる課題に対し、その人が安定した生活を送れるように
援助することである。本校は、人間の生命の尊厳と人間愛を根底とし、人々の多様な価値観や行動のあ
り方を認識し、共感的理解ができる豊かな人間性と倫理観を育成することを目指す。さらに、看護の追
究のため、主体的学習を促進継続できる能力を養い、専門職業人として多職種と連携・協働し、社会に
貢献できる看護の実践者を育成する。

教育目標
人間を統合体として理解できる基礎的能力を養う。1.

人々の健康を自然・社会・文化的環境との相互作用および心身相関等の観点から理解する基礎的能力
を養う。

２.

人々の多様な価値観を認識し、専門職業人としての共感的態度及び倫理に基づいた看護を実践する能
力を養う。さらに、向上心を持って主体的に学習に取り組む能力を養う。

3.

人々の健康上の課題に対応するため、科学的根拠に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養う 。4.

多職種と連携・協働し看護を提供できる基礎的能力を養う。5.

一色氏寄贈「慈・愛・訓の象」（学校玄関）

ご挨拶

　新型コロナウイルスパンデミック、働き方改革、自然 / 人的災害の増
加は、医療の認識を変えました。本校は、若者に看護師をめざす機会を
与えること、JA 茨城県厚生連 6 病院 2,359 床で働く看護師を養成する
ことを目的にしています。昨年、創立 50 周年を迎えて、今までに
3,200 名の卒業生を排出してきました。
　主な実習場所であり多くの講師を派遣している土浦協同病院は、医師
が働きたい病院ランキング 2022 年版で全国 13 位になっています。看
護師も働きたい魅力的な病院であると思います。
　看護師は医療の要（かなめ）になる重要な医療人であり、看護には知
識と技術と人間性・感性の 3 点が必要です。入学選抜では人間性・感性
をみて学生を選んでいますし、入学後は看護大学に劣らない知識と技術
の教育を行い、人間性・感性に磨きをかけるよう、支援していきます。
　素晴らしい看護師になるように、職員が全力で応援します。

充実した環境で多くの刺激を受けて
素晴らしい看護師へと育つ。

歴史ある看護学校から、
日常の身近なものから専門分野へ
効果的な教育カリキュラムで対応。

　本校は 2016 年 8月に土浦協同病院の隣接地に新築移転し、よりよい
環境のもとで看護の専門的知識・技術・態度を学べることを特徴として
おります。
　１年生では豊かな人間性を養うために基礎的な科目を基盤とし、初学
者に分かり易い身近な日常生活の援助技術から学びます。２年生では対
象の健康課題に応じた看護と診療の補助技術など、学内演習を多く取り
入れた学びをします。学内演習は病室のシミュレーション室や対象に合
わせた看護実習室で、教材用モデル人形や看護用具・物品などを活用し
学びを深めることができます。３年生は臨地実習が中心となりますが、
ほとんどを土浦協同病院で行うことができ、多数の実習指導者と卒業生
看護師のもと安全に、安心して実習することができます。
　３年間、看護師を目指す仲間とともに切磋琢磨し合って学んでいきま
しょう。

副学校長兼教務部長
大川和子

学校長
渡部誠一

アドミッションポリシー
看護師になりたいという意思が明確な人1.
看護を学ぶうえでの基礎的な学力と体力を有する人２.
人々に関心をもち、関わりを大切にできる人3.
自らの考えを表現できる人4.
目標に向かって自ら学び、自身を成長させる努力ができる人5.
マナーやルールを守り責任ある行動がとれる人6.
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教育を支える 3つの校訓

実習室（小児・母性）

1. 創造（Creation） 個々に合った看護を提供するために創造する大切さを学ぶ
2. 協調（Cooperation）チーム医療の一員として多職種と協調する大切さを学ぶ
3. 自律（Autonomy） 専門職業人としての自覚と責任の大切さを学ぶ

教育を支える充実のファシリティ
本校は白を基調としたモダンなデザインで、自然採光を多く取り入れた環境に配慮した建物です。学生がオンオフの
切り替えができるよう、教室を出ればコミュニティラウンジや自然光溢れる廊下が落ち着いた雰囲気を演出します。
技術演習で使用するシミュレーション室は実習病院である土浦協同病院の病室を完全再現し、使用する器具も同病院
と同じものを揃え使用することで、学生が実習において過度に緊張しないよう配慮しています。対象に合わせた実習
室の設置や、蔵書の数が豊富な図書室など、充実の学び舎となっています。

創造01

自律03

協調02
Cooperation

Creation

Autonomy

コミュニティラウンジ

シミュレーション室

実習室（在宅看護）

大教室

実習室（基礎・成人）

p5 p6



教育課程
看護師として必要な知識および技術を学び、社会に貢献し得る有能な看護師を育成します。

カリキュラムの構成要素
1. 人間の理解
2. 健康の理解
3. 環境・社会の相互作用
4. 看護の実践力
5. 保健・医療・福祉の連携と協働

学びのステップ
1 年次… 人間・健康・ 環境（社会）・看護の基礎を学びます。
2年次… 健康レベル に応じた看護を学びます。
3年次… 病院実習で 実践を通し て、最良の看護が提供でき

るように学びます 。
3年間で 102 単位（3,000 時間）の取得を目指します。

隣接する土浦協同病院は、県内でも有数の基幹病院であり、高度な医療提供の現場を体験する事が可能です。また、他の
茨城県厚生連病院での実習も可能で、それぞれの病院の違いや役割を学ぶことができます。

卒後の進路について
本校の卒業生は過去 3年間（令和元年度、2年度、3年度）殆どＪA茨城県厚生連病院に就職しています。その他、助産師
学校への進学や大学への編入学も可能です。就職・進学支援について、随時相談に応じています。

実習に向けての準備

実習の特色

看護演習するための物品が揃っています。校内演習に 2 人で 1 台の割り当てのベッド数を設置しており、病院実習に向
けて充実した準備が可能です。看護技術のレベルチェックを個別に行い、十分な学内演習を行うことで、安心して病院
実習に臨むことが可能です。

論理学
物理学
情報科学
心理学
倫理学
社会学
教育学
体育
人間関係論
コミュニケーション論
文化人類学
解剖生理学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 
生化学 
病態生理学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ 
微生物学 
臨床推論 
治療論 
薬理学 
栄養学 

看護学概論 
看護倫理 
看護場面に共通する技術 
看護過程 
フィジカルアセスメント
環境調整技術 
活動・休息援助技術 
食事・排泄援助技術 
清潔援助技術 
地域・在宅看護論Ⅰ 
成人看護学Ⅰ 

基礎看護学Ⅰ、Ⅱ実習 

科学的思考の基盤

人間と生活、社会の理解

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回復の促進

健康支援と社会保障制度

基礎看護学

地域・在宅看護論
成人看護学
老年看護学
小児看護学
母性看護学
精神看護学
看護の統合と実践

臨地実習　基礎看護学
　　　　　地域・在宅看護論
　　　　　成人老年看護学 
　　　　　小児看護学
　　　　　母性看護学
　　　　　精神看護学
　　　　　看護の統合と実践

運動と健康
外国語
カウンセリング

社会福祉

診療の補助技術
臨床看護総論 

地域・在宅看護論Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 
成人看護学Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ 
老年看護学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
小児看護学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
母性看護学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
精神看護学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 

基礎看護学Ⅲ実習 

成人老年看護学Ⅰ、Ⅱ実習

公衆衛生学
関係法規

チーム医療
医療安全 
災害看護・国際看護 
看護統合技術 

地域・在宅看護論実習 
成人老年看護学Ⅲ、Ⅳ実習 
小児看護学実習 
母性看護学実習 
精神看護学実習 
統合実習 

教育内容 1年次 2年次 3年次

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

月4 月5 月6 月1 月2 月3月7 月8 月9 月10 月11 月12
1 年次

2年次

講義 講義 講義

講義 実習

実習 実習講義 講義 国試対策

講義 講義 講義実習 実習

実習 実習

3年次

夏
休
み

冬
休
み

春
休
み

土浦協同病院
（土浦市）

ＪＡとりで総合医療センター
（取手市）

茨城西南医療センター病院
（境町）

県北医療センター高萩協同病院
（高萩市）

水戸協同病院
（水戸市）

土浦協同病院なめがた地域医療センター
（行方市）

国家試験について
過去 3 年間（令和元年度、2 年度、3 年度）の実績では、
令和元年度は 95.2％、令和 2年度は 100％、令和 3年度は
99.0％と、全国平均を大きく上回る結果を出しています。

100％

95％

90％

85％

80％
109 回

（Ｒ元年度）
110 回

（Ｒ2 年度）
111 回

（R3 年度）

土浦協同病院附属
看護専門学校

全国平均
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08：30
情報チェック01

学生の多くがバスで登校。学校
に入ったら今日のスケジュール
に変更があるかをチェック。教
務室前の情報掲示板には毎朝必
ず人だかりができる。

入学式 七夕交流会
戴帽式

クリスマス 卒業式

夏休み入学式
交通安全講話

戴帽式
避難訓練

卒業式看護師国家試験学生会活動 クリスマス

年間行事

看護学生の一日（学校編） 看護学生の一日（実習編）

13：15
3 限目05

16：30
放課後07

帰宅して次の日の準備をする学生や、
図書室で友人と勉強を教え合う学生
など、それぞれのスタイルで充実し
た日々を送る。

午後の授業がスタート。授業の
ない学生は図書室で自習。

15：00
4 限目06

3 限目の終わりから 15 分の休憩
を挟み、最後の授業へ。

08：00
病院へGO！01

学校で実習着に着替え、隣接す
る病院へ出発。

14：30
バイタルサイン測定07

患者さんの今日の状態はどうかな？

10：30
生活の援助と
コミュニケーション

04

看護師と一緒に心を込めて丁寧に患
者さんのケア。また、コミュニケー
ションを通して患者さんの不安や悩
みを聞きます。

08：30
実習計画の確認02

実習指導者と今日の実習計画を相談。
気を引き締めて実習へ。

09：00
1 限目02

今日の 1限目は座学。
しっかりと準備して始業の鐘を待つ。

10：45
2 限目03

演習の時間。講義の後は、学生同士
でフィジカルアセスメントの練習。
対人となるとマニュアル通りには進
まない。先生の指導にも熱が入る。

交流会
避難訓練

4 65 7 9 38 1 2

3 学年の交流の場であるとともに、新入生歓迎の場でもあります。2、3学年が中心となって行う学生会行事の一大イベントです。※交流会…

学生にとってくつろぎの時間。休憩
場所は様々で、ラウンジで友人との
会話を楽しみながらランチを食べた
りと、それぞれの時間を過ごす。

12：15
お昼休み04

9：00
環境整備03

患者さんが安全で気持ちよく過ごせ
るよう、環境を整えます。

13：30
カンファレンス06

どのような看護をしたらよい
のか、みんなで考えます。

16：00
実習終了08

学校に戻り、実習記録を書いたり、教員
から指導を受け、明日の実習に備えます。

12：00
お昼休み05

学校に戻り昼食。ホッとできるひと時。

学生会活動 七夕
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We enjoy learning together 

学びと仲間、学生生活

We enjoy working together 

看護の現場から

祖
父
の
入
院
が
き
っ
か
け
で
、
看

護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。
当
校
の

魅
力
は
、
土
浦
協
同
病
院
で
充
実

し
た
実
習
を
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
先
生
の
指
導
も
分
か
り
や

す
い
の
で
、
難
し
い
勉
強
に
も
つ

い
て
い
け
ま
す
。
祖
父
の
入
院
時

に
は
、
落
ち
込
ん
で
い
る
私
を
看

護
師
さ
ん
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
を
支

え
ら
れ
る
看
護
師
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

02

坂
さ
ん

Grade1

介
護
士
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
と
多
く
の
年
代
の
人
達
と
関

わ
り
た
い
と
思
い
、
看
護
の
道
へ

進
み
ま
し
た
。
当
校
を
選
ん
だ
の

は
、
設
備
が
充
実
し
て
い
て
実
習

病
院
が
近
く
に
あ
る
の
が
魅
力
的

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
覚
え
る
事
が

多
く
て
大
変
で
す
が
、
新
し
い
知

識
が
身
に
付
く
の
は
楽
し
い
で
す
。

将
来
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
え
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

01

山
本
さ
ん

Grade1

体
が
弱
く
、
入
退
院
を
繰
り
返
す

弟
と
、
そ
れ
を
支
え
る
母
親
の
姿

を
見
て
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
家

族
も
支
え
ら
れ
る
小
児
看
護
師
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
に

進
学
し
た
先
輩
か
ら
、
先
生
方
が

熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
る
と
聞
い

て
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
実
習
で

は
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
方
で

悩
む
事
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

04

山
内
さ
ん

Grade2

幼
い
こ
ろ
か
ら
看
護
師
と
い
う
職

業
に
憧
れ
が
あ
り
、
祖
母
が
入
院

し
た
際
に
、
実
際
に
そ
の
業
務
を

見
て
、
私
も
看
護
師
に
な
ろ
う
と

決
め
ま
し
た
。
実
習
先
は
急
性
期

医
療
を
担
う
土
浦
協
同
病
院
な
の

で
、
充
実
し
た
実
習
を
受
け
ら
れ

る
の
が
魅
力
で
す
。
悩
み
の
相
談

な
ど
、先
生
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。
勉
強
は
大
変

で
す
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
支
え

合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

03

関
島
さ
ん

Grade2

急
性
期
病
棟
に
4
年
間
勤
務
し
、

22
年
4
月
か
ら
手
術
室
で
働
い
て

い
ま
す
。
手
術
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
看

護
師
と
し
て
働
く
う
え
で
、
い
つ

も
頭
に
あ
る
の
が
実
習
で
の
学
び

で
す
。
先
輩
か
ら
の
助
言
や
患
者

さ
ん
と
接
し
て
学
ん
だ
事
を
意
識

し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
明
る
く

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
と
い
う
看
護

観
を
持
ち
、
患
者
さ
ん
が
安
心
で

き
る
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

06

菅
原
さ
ん

学
生
の
頃
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
整

形
外
科
病
棟
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

怪
我
で
動
け
な
か
っ
た
患
者
さ
ん

が
回
復
し
て
退
院
し
て
い
く
姿
を

見
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

業
務
で
は
覚
え
る
事
が
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
事
は
先
輩

が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
プ

リ
セ
プ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
皆
で

成
長
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
、
安

心
し
て
働
け
ま
す
。
い
ち
早
い
自

立
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

05

小
林
さ
ん

消
化
器
外
科
病
棟
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
実
習
で
こ
の
分
野
の
看
護

に
興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
手
術
へ
の
不
安
や
術
後
の

痛
み
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
訴
え
に

耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う
看
護
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
業
務
を

こ
な
す
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

を
第
一
に
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
患
者
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
看
護
を
提
供

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

08

遠
藤
さ
ん

学
校
で
の
学
び
を
深
め
た
い
と
の

想
い
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
で
の
勤
務

を
希
望
し
ま
し
た
。
重
症
度
が
高

い
患
者
さ
ん
が
多
い
で
す
が
、
一

般
病
棟
と
比
べ
る
と
人
数
が
少
な

い
の
で
、
１
対
１
の
実
習
経
験
を

活
か
し
て
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
に
は
土
浦
の
卒
業
生
が
多

く
い
る
の
で
、
学
校
の
話
で
盛
り

上
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
多
く
の
経
験
を
積
み
、
将
来
は

小
児
の
分
野
で
活
躍
し
た
い
で
す
。

07

久
保
さ
ん

水
戸
協
同
病
院

県
北
医
療
セ
ン
タ
ー
高
萩
協
同
病
院

Ｊ
Ａ
と
り
で
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院



学生専用賃貸アパートについて
本校より徒歩５分の位置にある学生専用賃貸アパートの利用が可能です。オートロッ
ク、防犯カメラ、TV インターフォンが完備された茨城県厚生連職員専用のアパート
のため、安心してご利用できます。

設備：照明器具･ユニットバス・エアコン・IHコンロ･温水洗浄便座･室内物干し
６帖：￥28,000

お問い合わせは管理・運営の下記の会社にお願いします。

株式会社クラフト　不動産部
〒300-0048　茨城県土浦市田中 1丁目 6-50　TEL 0120-350-507

福利厚生について
キッチンカーやパンの販売、自動販売機、電子レンジの設置
学生専用駐車場完備、スクールバス（神立駅ー学校間）（有料）
Wi-Fi 環境あり
防犯管理の充実（防犯ベル設置、警備員在中）
傷害保険制度あり
就職支援・キャリアサポート在中
スクールカウンセラー派遣あり

学生専用駐車場

p13 p14

土浦協同病院
学生専用賃貸アパート

病院附属保育所

沿革
1973 年 4月 総合病院土浦協同病院の附属施設として開校
1987 年 2月 専修学校看護専門課程設置認可
1990 年 4月 石岡市三村に移転　1学年定員 100 名に増員
2016 年 4月 1学年定員 120 名に増員
2016 年 8月 土浦市おおつ野に移転
2021 年 4月 1学年定員 80名に変更
2022 年 10 月 開校 50周年



常
磐
自
動
車
道

土浦駅

神立駅

圏央道

なめがた地域医療センター ●

土浦協同病院附属看護専門学校

土浦協同病院

土浦協同病院附属看護専門学校
茨城県厚生農業協同組合連合会

〒300-0028　茨城県土浦市おおつ野二丁目 2番 10 号
TEL：029-869-5110　FAX：029-869-5113

http://www.tkkangaku.net/

■自動車
・常磐道土浦北ICより約15㎞　約25分
・常磐道桜土浦ICより約8㎞　約15分

■電車・バス
・JR土浦駅西口より直通バス約15分、タクシー約10分
・JR神立駅よりタクシー約15分
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